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象は、平成 23年から平成 25年の期間に通院中のうつ病と診断された勤労者 93名であり、発症時に
どのような症状および状況を自覚したか、また誰にどのような症状および状況を指摘されたかが自己
記入式アンケートを用いて調査された。主観的に最初に出現した症状は「気分の落ち込み」が最も多
く、最初に起こった状況で最も多かったのは「上司・同僚との人間関係の悪化」であり、コレスポン
デンス分析を用いた結果これらは一緒に出現する事が示された。また客観的視点として、最初に指摘
された症状では「気分の落ち込み」を「上司」から指摘される事が多く、状況では「ミスが増えた」
ことを「上司」に指摘される事が多いことが示された。これらの結果からうつ病の中核症状である気
分の落ち込みは早期から自覚されていることと、上司からのサポートの重要性、ラインによるケアの
重要性、特に上司からのサポートの重要性が確認された。  
本研究の結果を踏まえて、セルフケアとして勤労者自身が気分の落ち込みや上司・同僚との人間関係
の悪化に着目すること、またラインによるケアとして管理監督者がミスの増加や人間関係の悪化に着
目することがうつ病の早期発見、早期対応に繋がると考えられた。しかし、ラインによるケアとして
の気づきや声かけが不十分である現状が本研究からは示唆され、前述の点に注目したより積極的な声
かけが事業場におけるうつ病を中心としたメンタルヘルス対策に求められることが示された。 
本研究は、急増している労働者のメンタルヘルス不調を職場で発見対応する労働者自身の主観的方法
および周囲からの客観的方法について明らかにしたものであり、博士（医学）の学位を授与するに値
するものと判定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
